
令和５年度 学校教育目標

「人権尊重の精神を中核とし、主体的に学び、
心豊かにたくましく生きる生徒の育成」

～通いたくなる学校・通わせたくなる学校・勤めたくなる学校

校 訓校 訓

目指す生徒像

・主体的に学ぶ生徒
・自他ともに大切にする生徒
・たくましく生きるための健康
と体力づくりができる生徒
・次代の担い手として必要とな
る力づくりに取り組む生徒

目指す学校像

・安心、安全な学校
・明るく楽しい学校
・人を大切にする学校
・規律、礼儀の正しい学校
・地域や保護者から信頼される
学校

目指す教職員像

・教育に対する熱意と使命感を
もつ教職員
・豊かな人間性と思いやりのあ
る教職員
・実践的な指導力のある教職員
・日々、学び続ける教職員

知（確かな学力）

・基礎基本の定着
・「主体的・対話的で深い学び」
による授業改善
・多様な学習の推進
・ＩＣＴ教育の充実
・地域の人材の活用

徳（豊かな人間性）

・学級経営の充実
自己有用感・所属感の育成

・人権・特別支援教育の充実
・道徳教育の充実
・読書活動の充実
・美しい学校環境

体（たくましい心身）

・基本的生活習慣の確立
・体力向上に向けた取組
・健康、安全教育の充実
・食育の充実

つながる力・学校力の向上

○ 園・小・中の連携と交流 ○ ＰＴＡ・保護者・地域の支援

○ 学校コミュニティとの協働 ○ 学校評価の活用

○ 学校評議員制度の活用 ○ 組織力、若手・ミドルの育成

社会に開かれた教育課程


